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研究成果の概要（和文）：　市場経済システム下での経済的脆弱性問題を、関係的脆弱性と絶対的脆弱性とに分
類し、さらに前者に関しては、搾取的社会的抑圧問題と社会的排除的な抑圧問題に分類し、それぞれの概念を整
理した。特に、搾取概念を哲学的観点から再構成し、オペレーショナルな定義として定式化し、その公理的特徴
づけを行った。更に、その概念を用いて、国際経済における南北間の不均等交換関係の理論的考察を行った。絶
対的脆弱性問題に関しては、心身障碍者のタイプごとに異なるニーズを集計し社会政策へと対応させる社会的選
択ルールの性質を理論的に考察した。これらの研究成果を纏めた学術論文は、国際的な審査制査読誌に公刊され
ている。

研究成果の概要（英文）：Consider the issue of economic vulnerability in market economic systems. 
Economic vulnerability is classified into the absolute vulnerability and the relational 
vulnerability. Furthermore, the latter is even classified into the type of exploitative social 
oppression and the type of social exclusion. All of these notions are formally defined and examined 
its philosophical and economic implications. In particular, the notion of exploitation is examined 
philosophically and defined mathematically. Then, applying this notion to the analysis of unequal 
exchange between the north and the south nations in international economies. Regarding the absolute 
vulnerability, we consider social choice problems to aggregate the mutually different needs among 
different types of disables into a proper social policy. These works are published as academic 
papers, which have also been appeared in some well-established peer-review journals.

研究分野：厚生経済学
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１．研究開始当初の背景 
市場的競争メカニズムを核とする現代的
経済システムは、経済的効率性を満たす資源
配分をもたらすという正の側面を持つと同
時に、負の諸問題の存在も避ける事が出来な
い。それらはいわゆる市場の失敗問題や分配
の不公正問題には分類され得ない種類の多
様な社会問題を含む。例えば、社会学や政治
学では大きなテーマとなっている「社会的排
除(social exclusion)」の問題等、何らかの意味
での「経済的弱者」が被る脆弱性(vulnerability)
に起因する問題が、今日の福祉国家的な経済
システム運営上、無視できない課題になって
いる。しかし従来の経済理論では、このよう
な市場の失敗問題や分配の不公正問題には
分類され得ない種類の社会問題は、十分に体
系的な理論的研究がされてきたとは言い難
い。その理由の１つは、市場の失敗や分配的
不公正問題以外の、市場経済に付随する諸問
題を論ずる概念装置が十分に整備されてこ
なかったという点があげられる。しかし、近
年の政治哲学や社会学等の先端的研究成果
から学ぶ事により、市場経済に付随する負の
諸問題を理論的に定式化し、経済学による数
理的分析の可能性が開けてきたと言える。 
「脆弱性」という概念を用いた経済分析は、
これまでも環境経済学や開発経済学などに
おいて存在してきた。しかし、その場合の脆
弱性とは、政治哲学の最新の研究成果に基づ
くと、「絶対的脆弱性」に相当する。絶対的
脆弱性とは、何らかの厚生的な喪失が生じる
リスクに晒される状況を指している。しかし、
Vrousalis (参考文献 1)に拠れば、他に「関係的
脆弱性」と言うべき範疇がある。関係的脆弱
性とは、ある個人ないしは集団が別の個人な
いしは集団に対して力関係的に弱い立場に
ある状況を指す。それは、前者が後者は享受
している経済的便益なりニーズの充足条件
を欠いていて、かつその充足可能性が後者の
決定力(decisive power)の範疇にある様な状況
である。経済的な論脈に限定すれば、それは
社会学者の Eric Ohlin Wright (参考文献 2)の
言うところの「逆相依存的厚生原理」と「排
除原理」の 2 つの条件で特徴づけられる社
会関係にほぼ対応するだろう。逆相依存的厚
生原理とは、ある集団・個人の経済厚生上の
優遇さは他の集団・個人経済厚生上の不遇さ
に依存している状況を指す。排除原理とは、
上記の優遇な立場の集団・個人がアクセス可
能な経済的資源・地位などへのアクセスから、
不遇な立場の集団・個人が排除されている状
況を指す。関係的脆弱性概念によって説明さ
れ得る市場経済の負の問題としては、社会学
や政治学の分野で、現代の福祉国家社会の問
題として言及される様々な形態での社会的
排除(social exclusion)の問題が上げられる。ま
た、南北問題や労働問題の論脈で市場経済シ
ステムについて批判的に論じられる際に、依
然としてしばしば言及される労働搾取(labor 
exploitation)の問題が上げられる。Wright (参

考文献 2) は両者を広い意味での経済的抑圧
(economic oppression)の問題として範疇化し、
前者を特に、非搾取的経済的抑圧と呼んで、
後者との特徴の違いを明示化している。 
 
２．研究の目的 
市場経済システムに付随しうる経済的脆
弱性・経済的抑圧の問題に関する包括的・原
理的な経済理論的研究を行う。最新の政治哲
学・社会学の研究動向を踏まえ、経済的脆弱
性概念を、絶対的脆弱性と関係的脆弱性に分
類し、後者を更に、搾取的経済的抑圧問題と
非搾取的経済的抑圧問題に分類する。絶対的
脆弱性に関わる問題として、心身障碍者のニ
ーズ充足の欠落リスク、及び、自然災害下の
被災者たちの基本的ニーズ欠如の問題を考
察し、それぞれ脆弱性を除去する保障メカニ
ズムの可能性を探求する。非搾取的な関係的
脆弱性に関する問題として、市場経済システ
ム下での「社会的排除」の原理的な生成メカ
ニズムについて考察する。また、搾取的経済
的抑圧の問題を評価する妥当な測度につい
ての公理的分析を行う。 

 
(参考文献 1) 
Vrousalis, N., 2013. Exploitation, Vulnerability, 
and Social Domination, Philosophy and Public 
Affairs 41, pp. 131-157. 
 
(参考文献 2) 
Wright, E.O., 2013. Class, Exploitation, and 
Economic Rents: Reflections on Sorensen's 
`Sounder Basis', The American Journal of 
Sociology 105, pp. 1559-1571. 
 
３．研究の方法 
市場経済システムの発展に付随的な現象
として見出される経済的脆弱性問題の 4 タ
イプについて、従来の標準的ミクロ経済理論
の枠組みを拡張しつつ、理論的に分析した。
(1)心身障碍者のニーズ充足に関する絶対的
脆弱性問題は、アマルティア・セン流の非完
備的社会的決定関数アプローチを採用した。
(2)災害被災者の基本的ニーズに関する絶対
的脆弱性の問題は、請求問題に関するメカニ
ズム・デザイン論の発展的アプローチを採用
した。 
(3)非搾取的経済的抑圧問題については、一般
均衡理論の基本的枠組みを拡張し、市場経済
の外部に存在する主体の存在を明示化させ
た経済均衡概念の提起を行い、とりわけ社会
的排除の存在可能性について、理論分析を行
った。 
(4)搾取問題に関しては、動学的一般均衡論的
枠組みの下で、公理的分析を中心に行った。 
 
４．研究成果 
市場経済システム下での経済的抑圧問題
を搾取的問題と「社会的排除」問題とに概念
的に区別する必要性について言及するサー



ベイ論文を Journal of Economic Survey誌に公
刊した。また、妥当な搾取の定義についての
哲学的背景を明らかにした論文が、Economics 
and Philosophy誌にアクセプトされた。妥当な
搾取測度の公理的研究に関しては、異質労働
の存在する生産経済の論脈で再構成する研
究論文が、Cambridge Journal of Economics誌
に公刊された。また、異時点間資源配分問題
の論脈で妥当な搾取測度の公理的特徴づけ
を再構成する論文が、 Social Choice and 
Welfare 誌に公刊された。また、国際貿易問
題の論脈で生ずる先進国-途上国間の不等価
交換問題として指摘される搾取関係の継起
性に関する動学的一般均衡論的分析の研究
論文を、ディスカッション・ペーパーとして
完成させた。 
社会的不遇優先性基準と平等主義的処遇
の基準との原理的緊張関係に関する研究と
して、多元的なベーシックニーズを全ての市
民に保証する社会的選択ルールの可能性を
示した研究論文を完成させ、現在、Review of 
Social Economy 誌に投稿し、改訂・再投稿の
依頼に基づいての改訂・再投稿作業を行い、
ジャーナルからの最終返事を待つ状態にあ
る。 
合理的経済人モデルに還元されない倫理
的な選好を持つ個人の存在する社会におけ
る衡平な資源配分の分権的遂行可能性に関
する論文の1本が International Journal of Game 
Theory誌に公刊され、もう 1本が Games and 
Economic Behavior誌にアクセプトされた。 
また、「不変の価値尺度」機能に関する理
論分析研究を、現在、Structural Change and 
Economic Dynamics 誌に投稿し、改訂・再投
稿の依頼に基づいての改訂・再投稿作業を行
い、ジャーナルからの最終返事を待つ状態に
ある。 
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